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（写真）OFAC “米企業「Unicat Catalyst Technologies」 制裁規定違反で３８０万ドルの罰金支払い” 

 

 

２０２５年６月１６日（月曜） 

 

政 治                     

「米国の対ベネズエラ方針に対する専門家の見解 

～マドゥロ政権は制裁回避システム構築済み～」 

「外相 国連で欧米に対して制裁被害の保証要求」 

経 済                     

「Conexus スマートフォン同士での決済可能に」 

「ドミニカ共和国 ベネズエラ路線再開に待った」 

「中銀 両替市場に１６．２億ドルを供給」 

「Nestlé コーヒー農家１０００軒を支援」 

社 会                     

「チャカオ市警と国家警察が衝突」 

２０２５年６月１７日（火曜） 

 

政 治                    

「全国市長・市議会議員選 出馬受け付け締切 

～野党は UNT・FV が市長選に参加～」 

「祖国帰還プログラム サアブ氏妻が代表に」 

経 済                    

「CITGO 競売 ６月１８日に応札締切 

～Amber Energy 競売へ再び参加の可能性～」 

「Unicat 制裁規定違反で３８０万ドルの罰金」 

「非石油部門の輸出促進措置 １年間延長」 

「OPEC ５月産油量は日量１０６．６万バレル」 

「トルコにてベネズエラ展示会を開催」 
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２０２５年６月１６日（月曜）             

政 治                       

「米国の対ベネズエラ方針に対する専門家の見解     

 ～マドゥロ政権は制裁回避システム構築済み～」       

 

世論調査会社「Datanálisis」のビセンテ・レオン社長は、

米国の対ベネズエラ方針について見解を述べた。 

 

「（制裁強化方針は）２０１９年に実行したが成果を出

さなかった」「今は（制裁強化方針が）成功する可能性

は更に低い」 

「経済制裁が政権崩壊に結びつくことは稀であること

は歴史的に証明されている」「制裁を受けて最初に被害

を受けるのは国民であり政府ではない」 

「国は現状に適応していく」「適応により制裁の効力は

減少し、最終的にほとんど効果はなくなる」 

と指摘。 

 

「ベネズエラもこの教訓と同じ道をたどっており、適応

能力を証明した」 

「２０１９年と現在の違いは、マドゥロ政権が石油輸出

の手段や必要不可欠な希釈剤の調達手段を既に確立し

ている点である」 

「マドゥロ政権はマレーシアなど第三国を経由して中

国に原油を輸出し、その収入を国際金融システムの枠外

から現金化する手段を構築している」 

と言及した。 

 

また、Chevron の事業停止によりベネズエラの産油量は

著しく減少しないと指摘。 

「ベネズエラの現在の産油量の７０％は、制裁回避シス

テムの枠組みの中に入っている」 

「今後 Chevron の事業停止により生じたスペースは別

のサービス事業者が担うことになる」「恐らくベネズエ

ラでの事業リスクを許容できる新たな企業が登場する

ことだろう」 

「新たなサービス事業者の多くは、米国の制裁ライセン

スを得ていないが、PDVSA との協力を続ける」 

「制裁リスクを加味し、ベネズエラ産原油のディスカウ

ント率は最悪の場合４０％を超えるかもしれない」 

「ちなみに、PDVSA は Chevron がベネズエラ事業で得

た産油量の２０％を債務返済に充てることを承諾して

いた」 

「初期段階では、適応するためにマイナスの影響が予見

されるが、特筆するほど大きなものになるとは考えてい

ない」「また、中東地域の紛争が激化している影響が原

油価格に反映され始めている」「現時点で既に原油価格

は１０％上昇している」「結果的にベネズエラは原油価

格上昇の恩恵を受けることになる」 

「これらを踏まえると、トランプ政権の圧力政策が成功

することは考えにくい」「米国政府はベネズエラについ

て現実路線で対峙するべきだろう」 

との見解を示した。 

 

「外相 国連で欧米に対して制裁被害の保証要求」         

 

６月１６日 Yván Gil 外相は、国連にて経済制裁による

被害を訴え、制裁により生じた被害を保障するよう要請

した。 

 

「一方的な攻撃措置を科した国々は、この違法な攻撃を

直ちに停止しなければならない」 

「また、制裁を繰り返さない保証を提供すると同時に、

攻撃により被害を受けた国とその住民が被った全ての

被害、損傷、損失に対する賠償を負わなければならない」 

と主張した。 

 

また、「ベネズエラについては、米国および衛星国の欧

州諸国がこの１０年間で１０００回以上も制裁を呼び

かけ、実行してきた」「現在、制裁は国家の発展の最大

の阻害要因になっており、国民生活、生命を脅かしてい

る」と訴えた。 
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経 済                        

「Conexus スマートフォン同士での決済可能に」                  

 

「Conexus」は、ベネズエラ国内においてスマートフォ

ン同士を近づけることで銀行決済を可能にする Pago 

Móvil Interbancario サービスを開発した。 

 

同サービスは「近距離無線通信テクノロジー（NFC テ

クノロジー）」と呼ばれるもので、迅速かつ容易にスマ

ートフォンで決済ができるという。 

 

Conexus のウェブサイトによると、以下の銀行が

Conexus と契約しており、Pago Móvil Interbancario を

利用できるという。 

 

 

 

（写真）Conexus 

 

 

 

 

「ドミニカ共和国 ベネズエラ路線再開に待った」                  

 

前号「ベネズエラ・トゥデイ No.1230」にて、ベネズエ

ラ―ドミニカ共和国間の国際線の運航を再開するとの

記事を紹介した。 

 

両国路線の再開は、ベネズエラの航空管理当局である

「ベネズエラ航空監督局（INAC）」が発表したものだっ

たが、ドミニカ共和国側は路線再開に待ったをかけた。 

 

６月１５日 ドミニカ共和国の航空管理当局である「民

間航空局（JAC）」は、「ベネズエラとの国際線の再開に

ついて、国家の利害に基づき検討をしている」と発表。

「ドミニカ共和国政府が最終的な決定をするまで両国

の路線再開は延期する」との姿勢を示した。 

 

両国の国際線は２０２４年７月３１日から停止してお

り、今月末で１１カ月が経過することになる。 

 

（写真）JAC  

“ドミ共航空当局 現時点での国際線の再開を否定” 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/405193f9961a0f560591f3105af6380d.pdf
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「中銀 両替市場に１６．２億ドルを供給」                  

 

経済系メディア「Bancaynegocios」は、６月に入ってか

らベネズエラ中央銀行が２．３億ドルを両替市場「両替

テーブル」に供給したと報じた。 

 

Bancaynegocios によると、２０２５年１月から現在ま

でに中央銀行は１６億１９００万ドルを両替市場に供

給しているという。 

 

前年同期の外貨供給額は１８億６３００万ドルだった

ので、前年同期比１３．１％減（２億４４００万ドル減）

となる。 

 

また、６月１７日時点の為替レートは１ドル１０２．１

６ボリバル。前年同期と比べると２倍近くに（９６．６

９％）上昇している。 

 

「Nestlé コーヒー農家１０００軒を支援」           

 

「Nestlé」は、Nescafé®ブランドのプログラム「Cultivado 

con Respeto（尊厳ある育成）」の枠組みで、２０１４年

からベネズエラで１０００軒以上のコーヒー農家を支

援しているという。 

 

このプログラムは、ベネズエラの中小規模コーヒー農家

の生産を支援するためのもので、土地の改質、収穫効率

の向上など技術支援を実施するという内容。特にララ州、

メリダ州を中心に行っているという。 

 

「Nestlé Venezuela」の Julián Páez 農業開発部長は、 

「同プログラムで支援を受けた農家の収穫量は１ヘク

タール当たり平均４０キンタルを超えている」とプログ

ラムの成果を説明した。 

 

 

 

社 会                        

「チャカオ市警と国家警察が衝突」           

 

６月１６日 チャカオ市ロス・パロス・グランデス地区

にてチャカオ市警と「国家警察（PNB）」による警察官

同士の争いが起きた。 

 

ベネズエラ人記者 Mario Villegas 氏は、自身のソーシャ

ルメディア・アカウントで抗争の様子を投稿。 

状況的には、暴れる国家警察をチャカオ市警が抑えてい

たという。ただし、衝突の原因は不明だという。 

 

ベネズエラでは、各市が市警を抱えており、それ以外に

国家警察（PNB）や公安部隊（SEBIN）や国家防衛隊

（GNB）など様々な治安組織が存在するが、これらの組

織の関係はあまり良くないと言われている。 

 

（写真）@mariovillegas 

 

２０２５年６月１７日（火曜）              

政 治                       

「全国市長・市議会議員選 出馬受け付けを締切            

    ～野党は UNT・FV が市長選に参加～」        

 

６月１７日 「選挙管理委員会（CNE）」は、７月２７

日に予定している全国市長・市議会議員選の出馬受け付

けを終了したと発表した。 
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元々、出馬受け付け期限は６月１３日の予定だったが、

１３日当日に締め切り日を６月１７日に延長していた

（「ベネズエラ・トゥデイ No.1230」）。 

 

エルビス・アモロソ代表の説明によると、今回の全国市

長・市議会議員選では、３３５の市長と２４７１の市議

会議員を決定することになるという。 

 

なお、同日は市長・市議会議員選と併せて、コミューン

選挙（各コミューンで行う地域プロジェクトを決めるた

めの選挙）も実施することになる。 

 

また、野党グループについては「新時代党（UNT）」と

独立野党「隣人の力（FV）」が出馬申請を行ったことは

確認されている。 

 

エンリケ・カプリレス元ミランダ州知事は、市長選につ

いては特筆するようなコメントをしておらず、積極的に

投票を呼び掛ける意思はないように見える。 

 

また、カプリレス元知事と関係が強いとされる政党

「Union y Cambio（通称 Unica）」は、UNT の候補者を

支援するメッセージを SNS で投稿しているが、独自の

候補者は出馬させていないように見える。 

 

「祖国帰還プログラム サアブ氏妻が代表に」           

 

ベネズエラ外務省は、マドゥロ政権が勧めているベネズ

エラ移民の帰還プログラム「Vuelta a la Patria（祖国へ

の帰還）」の代表者に Camilla Fabri de Saab 氏を任命す

ると発表した。 

 

Camilla Fabri de Saab 氏は、２０２０年６月にカボベル

デで拘束され、２０２１年１０月～２３年１２月まで米

国で拘束されていたアレックス・サアブ氏の妻（「ベネ

ズエラ・トゥデイ No.1003」）。 

 

アレックス・サアブ氏は、米国の経済制裁回避スキーム

を作った人物とされており、現在は、マドゥロ政権の国

内生産・工業相を務めている。 

 

 

（写真）Sumarium 

 

経 済                       

「CITGO 競売 ６月１８日に応札締切             

  ～Amber Energy 競売へ再び参加の可能性～」            

 

ロイター通信は、CITGO 競売（正確には CITGO の１

００％持株会社である PDV Holdings の競売）が最終局

面に入っていると報じた。 

 

CITGO 競 売 は 、 ８ 年 前 に カ ナ ダ の 金 開 発 会 社

「Crystallex」が接収賠償金を回収するために始めたも

ので、その後、ベネズエラ政府・PDVSA のデフォルト

を受けて、多くの債権者が同競売に加わるようになった。 

 

現在、CITGO 競売をもって債権回収が許可されている

企業の合計債権額は約１９０億ドルになっているが、

CITGO の競売で全額を返済することは不可能とされて

いる。 

 

現時点で「Contrarian Funds」の関係会社である「Red 

Tree Investment」が３７億ドルの入札を行っており、こ

の価格を最低価格として競売が行われている。 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/405193f9961a0f560591f3105af6380d.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/181004c4b1339083c16d46f3390d5949.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/181004c4b1339083c16d46f3390d5949.pdf
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競売の締め切り日は６月１８日。 

 

現時点で「Vitoil」や「TPG Angelo Gordon」が競売に

参加する可能性が報じられている。他、「Gold Reserve」

「Rusoro Mining」「Kochi」が企業コンソーシアムを組

んで競売に参加するとされている。 

 

また、前回白紙に戻った競売で落札者として選ばれた

「 Elliott Investment Managemene 」 傘 下 の 「 Amber 

Energy」が再び応札を行う可能性も報じられている。 

 

CITGO 競売は２度競売が行われたが２回とも白紙に戻

り、今回は３度目の競売になる。 

 

「Amber Energy」は２度目の競売で落札者に選ばれた

企業である。 

 

２０２４年 米国デラウエア州裁判所は７３億ドルで

「Amber Energy」が CITGO を落札したと発表（「ベネ

ズエラ・トゥデイ No.1122」）。 

 

しかし、債権者との交渉が難航し、「Amber Energy」は

応札額を７３億ドルから５３億ドルに減額。 

２０億ドルを一部の債権者に直接返済するようなスキ

ームに変更するよう求めた（「ベネズエラ・トゥデイ

No.1140」）。 

 

これを受けて競売は混乱し、結局デラウエア州裁判所は

３度目の競売を行うことを決定（「ベネズエラ・トゥデ

イ No.1156」「No.1161」）。現在、３回目の競売プロセス

が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

「Unicat 制裁規定違反で３８０万ドルの罰金」         

 

米国の「外国資産管理局（OFAC）」は、「米国企業「Unicat 

Catalyst Technologies」がイラン・ベネズエラ制裁規定

に違反したことで３８８万２７９７ドルの罰金を支払

うことで合意した」と発表した。 

 

Unicat Catalyst Technologies は、石油化学精製や製鉄所

で使用される触媒製品を販売する会社だという。 

 

２ ０ １ ６ 年 ～ ２ １ 年 に か け て 、 Unicat Catalyst 

Technologies は、イランやベネズエラの顧客に製品を販

売していたという。 

 

OFAC の発表文では、「２０２０年５月にベネズエラの

政府系企業 Venezolana Orinoco Iron S.C.S.に触媒製品

を販売していた」と具体的な違反事例を挙げている。 

 

「非石油部門の輸出促進措置 １年間延長」         

 

マドゥロ政権は、非石油分野の輸出促進を目的とした手

続き簡素化措置を１年間（２０２６年６月９日まで）延

長すると発表した。 

 

この簡素化措置は、２０２１年６月に開始された措置。 

 

ベネズエラは品目によって輸出前に管轄官庁の許可を

得る必要がある。 

 

例えば、特定の農産品を輸出する際は、食糧省や漁業・

養殖省など管轄官庁から許可を得る必要がある。 

 

こういった手続きが輸出の阻害要因になっているため、

一部の手続きが簡略化される政令が２０２１年に発行

された。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/dadafc884b84cc5d005e242462fd1293.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/dadafc884b84cc5d005e242462fd1293.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/4046afe32ecf65d6052ea46aa26bb42d.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/4046afe32ecf65d6052ea46aa26bb42d.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/c5c3ce32e87a3b1ad6bcf498cd4b2c94.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/c5c3ce32e87a3b1ad6bcf498cd4b2c94.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/7e0bacae482bfb5bc04938bd9bca0979.pdf
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どの品目でどのような手続きが簡略化されたかなど具

体的な内容は２０２１年６月９日付「官報第４２１４５

号」に掲載されている添付内容を確認されたい。 

 

「OPEC ５月産油量は日量１０６．６万バレル」            

 

OPEC は、加盟国の２５年５月の産油量を更新した。 

 

ベネズエラ石油省が OPEC に報告した５月の産油量は、

先月から日量１．５万バレル増えて日量１０６．６万バ

レル。 

 

５月２７日 トランプ政権は Chevron の制裁ライセン

スを失効させたが、同月の産油量は上昇したことになる。 

 

 

 

ただし、OPEC の第３者専門家の調べによる５月のベ

ネズエラ産油量は日量８９．６万バレル（暫定値）。 

先月の日量９２．８万バレルから３．２万バレル減少し

たとしている。 

 

 

（写真）OPEC 

 

「トルコにてベネズエラ展示会を開催」         

 

６月１６日～１７日にかけて、マドゥロ政権は、トルコ

のイスタンブールにてベネズエラ展示会を開催した。 

 

同展示会では、ベネズエラの観光資源や伝統料理の紹介

に加えて、コーヒー豆、カカオ、タバコ、アボカド、と

うがらし、花、コクイ、ラム酒、手工芸品なども展示さ

れたという。 

 

Leticia Gómez 観光相は、「この展示会を通じて、トルコ

企業約１５０社がベネズエラとの取引に関心を示した」

と展示会の成果を説明している。 

 

また、同展示会にてベネズエラ企業とトルコ企業は３件

の商談を成立させ、７件の具体的な商談意思表明を得た

という。 

 

成立した３件の商談は漁業系の取引。漁業・養殖省の

José Gregorio Briceño 次官の説明によると、３件の商談

の合計取引額は３０００万ドルになるという。 

 

 

（写真）ベネズエラ観光省 

 

以上 

https://www.bancaynegocios.com/gaceta-oficial-gobierno-emite-decreto-para-optimizacion-y-dinamizacion-de-procesos-de-exportacion/#:~:text=En%20Gaceta%20Oficial%20N%C2%B0%2042.145%20de%20fecha%2009,P%C3%BAblica%20para%20los%20tr%C3%A1mites%20vinculados%20a%20dichos%20procesos.
https://www.bancaynegocios.com/gaceta-oficial-gobierno-emite-decreto-para-optimizacion-y-dinamizacion-de-procesos-de-exportacion/#:~:text=En%20Gaceta%20Oficial%20N%C2%B0%2042.145%20de%20fecha%2009,P%C3%BAblica%20para%20los%20tr%C3%A1mites%20vinculados%20a%20dichos%20procesos.

